
 

 

 

  

 

 

 色水遊びはいかがでしたか？今日のトロトロ色水は、水溶き片栗粉を熱して「あんかけ」風にして

みましたが、片栗粉に水を加えるだけでも、面白い感触を楽しめる遊びができます。是非お家でもや

ってみてくださいね！ 

  

 

    ♪ 絵の具であそぼう！ ♪ 

             受 付 9:45～10:00 終 了 11:30 頃     

             持ち物 シール帳・名札・水筒(水分補給)・参加費 100 円 

☆ 筆に絵の具をつけて自由にかいてみましょう！ 

               汚れても良い支度でお越しください。 

                        記念に手型足型もとろう!！☆ 

 

 

◇『さくらんぼ』今後の予定◇ 

【 ９月 24 日(火)】飯田女子短期大学のグランドで遊びます。(雨天時も現地で)  
【10 月 12 日(土)】慈光幼稚園の運動会です。旗拾いにご参加ください。(12 時半頃までにお越しください) 

◇ お知らせ ◇ 

入園説明会･･･10 月 19 日(土)・26 日(土)の２回行います。慈光幼稚園に入園をお考えの方は

もちろん、どの園にお子さんを入園させるか迷っていらっしゃる方や、他の園に入園を考え

ていらっしゃる方もご参加いただけます。お気軽にお越しください。お父さんも大歓迎です。 

時間は 9：30～11：30 頃までです。説明内容は 2 回とも同じです。  

       
 

  

 

 

  

 

  

 ご連絡・お問い合せ・次回の持ち物確認は… 

認定こども園 慈
じ

光
こ う

幼稚園
よ う ち え ん

  飯田市 じこうようちえんで検索  

〒395-0016飯田市伝馬町２－３１   

☎２４－０４１５   担当：髙松里子 
 

◎おやつの準備の都合上、事前に欠席されることがおわかりの場合は、お知 

らせいただけると有り難いです。担当が不在の場合は、お言付けください。 

 

さくらんぼ⑨⑩ 

参加費 100円 
領収しました。 
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✿ さくらんぼの様子、次回の活動や持ち物は、園のウェブサイトでチェックできます。 



 

 

 

               

 

 次回、絵の具であそぶにあたり、「こどもの描く」をちょっと考えてみ

ましょう。大人になってからの絵画活動、皆さんは次のどれに当て

はまりますか？ 

 

①画家として活躍 ②絵を描くのが好きでよく描く ③大作は描かないが、気の向いたときにイラスト等

描いてみようと思う ④絵を描くのが苦手で、できれば描きたくない･･･ 

 “絵を描く”行為は、自己表現であり、最近では心理療法に使われるなど、不安やストレスを解消す

る作用があると言われています。また、クリエイティブな行為であるため、生活を豊かにすることができ

ます。ちょっと人生につまずいて苦しくなってしまったとき、絵を描くことで苦しみを乗り越える糸口を見

いだしたりたり、絵を描くことで人生を豊かにすることができたら素晴らしいですね。子どもたちもそんな

大人に育って欲しいものです。 

◇◆◇では、どうしたら描くことに苦手意識を持たずに大人になれるのか◇◆◇ 

大人の観る目 〉〉子どもの絵の“上手×下手“って何でしょう。みなさんどう思いま

すか？より本物に近く写実的に描けることが“上手”で、その対局にある絵を“下

手”と思っていませんか？この様な評価の仕方では、子どもたちは描くことが好きに

はならないのではないでしょうか。大人が“子どものために”と意図的に大人の思う

ような“上手な絵”を描かせようとすれば、子どもの“こう描きたい!!”という気持ちは

否定されることになってしまいます。 

子どもの絵は心身の発達に影響を受ける !? 〉〉幼児期の描く形は、個人差はありますが【なぐり描き 

→ グルグル → ○ → ○の集合 → 人の顔らしきもの → 人の顔に手足が出る「頭足人」 → 細

かい顔の描写や胴体の登場 → ･･･】と、出現する形はおおよその順路があります。これは、幼児の身

体の発達や認知(物事を感じて解釈すること)の発達によって自然に生まれてくる形なのです。 

どんな絵も否定しない 〉〉だから、“上手×下手”で絵を判断せず、お子さんが考えながら一生懸命描

いた絵を「いっぱい描けたね」「すてきだね」と一緒に描けた喜びを感じてあげましょう。〈絵をわかって

あげること〉は〈話を聞いて思いをわかってあげること〉と同じことなのではないでしょうか。〈絵をわかっ

てあげること ＝ その子の表現を理解すること ＝ その子の思いをわかってあげること〉であると私は

思うのです。 

今しか観られない絵を楽しもう 〉〉日頃からお子さんが自分で考えて描こうとする作業を大切にし、そ

の子にしか描けない、世界に１つしかない素敵な作品の誕生を楽しみに見守っ

て行きましょう。どうぞ、子どもの絵の世界を十分にお楽しみください。（特に”頭

足人“） 
  

   お兄ちゃん・お姉ちゃんも「すごいね！」と褒めてあげてね！ 

 

『絵』のはなし・・・・ 
 

みんなの 


